
高
岡
教
区 

２０１４ 
７月号 

◇
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
度 

臨
時
教
区
会
の
報
告 

 

去
る
六
月
三
十
日
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
礼
拝

堂
に
お
い
て
平
成
二
十
六
年
度
臨
時
教
区
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
二
十
五
年
度
高
岡
教
区
各
種
会
計

の
決
算
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
上
、
承
認
可
決
を

さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
教
学
財
団
決
算
に
つ
い
て
報
告
を
さ
れ

ま
し
た
。 

※
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て 

決
算
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
教
区
一
般
会

計
の
総
額
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
に
繰
越
さ
れ

る
二
十
五
年
度
剰
余
金
が
３
，
３
８
９
，
９
８
３

円
と
な
り
ま
し
た
。 

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
全
体
で
、
予
算
額
に

対
し
、
５
１
８
，
２
８
３
円
の
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
主
に
、
各
種
助
成
金
の
う
ち
、
組
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
助
成
金
の
繰
入
、
在
家
免
物
委
託

事
務
費
の
増
、
雑
収
入
に
お
け
る
、
葬
儀
・
法
要

礼
増
、
二
十
五
年
度
特
別
門
徒
講
等
各
種
懇
志
助

成
金
増
に
よ
る
も
の
で
す
。 

ま
た
、
予
算
補
正
を
し
、
特
別
会
計
平
衡
資
金

積
立
金
よ
り
の
回
金
２
０
０
万
円
を
五
款
一
項

回
金
費
に
収
納
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

一
般
会
計
の
歳
出
、
実
践
運
動
推
進
費
で
は
、

実
践
運
動
関
係
会
議
費
増
に
よ
り
増
と
な
り
ま

し
た
が
全
体
と
し
て
ほ
ぼ
予
算
額
通
り
の
支
出

と
な
り
ま
し
た
。
会
議
費
で
は
、
教
区
会
・
組
長

会
・
諸
会
議
の
開
催
経
費
が
減
と
な
り
ま
し
た
。

教
務
所
費
の
う
ち
、
人
件
費
・
事
務
費
は
ほ
ぼ
予

算
額
通
り
の
執
行
。
そ
の
他
の
費
目
は
、
予
算
額

通
り
執
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
度
教
区
特
別
会
計
決
算 

次
に
、
教
区
特
別
会
計
の
決
算
報
告
に
つ
い
て
、

平
衡
資
金
積
立
会
計
・
転
退
職
積
立
会
計
は
、
ほ

ぼ
予
算
額
通
り
の
執
行
で
す
。
災
害
対
策
費
で
は
、

東
日
本
大
震
災
関
係
の
会
議
費
の
支
出
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
教
化
資
料
作
成
費
で
は
、
本
願

寺
出
版
物
等
の
頒
布
増
・
支
出
増
に
よ
り
繰
越
金

が
若
干
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
キ
ッ
ズ
サ
ン

ガ
推
進
費
で
は
、
研
修
費
で
、
福
島
の
こ
ど
も
た

ち
夏
休
み
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
事
業
の
経
費
・
会
議

費
・
組
助
成
金
を
支
出
い
た
し
ま
し
た
。 

以
上
が
、
平
成
二
十
五
年
度
教
区
各
種
会
計
決

算
の
概
要
で
す
。 

※
そ
の
他 

次
に
、
報
告
事
項
と
し
て
、「
災
害
対
策
委
員

会
か
ら
の
報
告
」
が
あ
り
、
二
十
五
年
度
活
動
報

告
並
び
に
支
援
金
の
現
況
報
告
、
今
後
の
活
動
予

定
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
臨
時
教
区
会
開
会
に
先
立
ち
、
桃
井

千
秋
教
区
会
議
長
か
ら
教
務
所
長
宛
て
に
提
出

さ
れ
て
い
る
辞
任
願
い
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

全
員
一
致
で
、
辞
任
願
い
を
受
理
す
る
こ
と
が
可
決

さ
れ
、
た
だ
ち
に
教
区
会
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
新

議
長
に
五
位
組
教
願
寺
の
岡
西
法
英
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
岡
西
法
英
氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
高
岡
教
区
常
備
会
に
欠
員
が
生
じ
た
た

め
、
常
備
会
補
充
委
員
の
な
か
か
ら
、
弓
部
裕
明
氏

が
新
常
備
会
員
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

※
教
学
財
団
関
係 

去
る
五
月
二
十
八
日
、
西
本
願
寺
高
岡
会
館
研
修

室
に
お
い
て
平
成
二
十
六
年
度
一
般
財
団
法
人
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
高
岡
教
区
教
学
財
団
理
事
会
が
、

ま
た
、
六
月
二
十
三
日
、
同
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
二
十
五
年
度
教
学
財
団
事
業
報
告
並
び
に
各

種
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
上
、
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
五
年
度
高
岡
教
区
教
学
財
団
各
種
決

算
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
事
業
活
動
収
入
に
お
い
て
、

受
取
会
費
で
、
教
学
開
発
室
賛
助
会
費
が
予
算
額
に

対
し
２
５
万
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
は
、
新

法
人
と
な
り
、
定
款
に
も
と
づ
く
新
た
な
教
学
研
究

機
関
設
立
準
備
の
た
め
に
、
賛
助
会
員
の
募
集
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
事
業
収
入
の
講
座
受
講

料
収
入
で
は
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
料
を
収
納
し
、

受
取
賃
貸
料
収
入
で
は
、
会
館
使
用
料
等
の
収
納
を

い
た
し
ま
し
た
。 

次
ペ
ー
ジ
へ 
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平成２６年度教区賦課金納入について 
５月当初、各ご寺院様宛に教区賦課金の告知書を送付させて頂きました。 
納入期日は告知書に記載してありますように前期分が７月３１日、後期分が１２月２５日迄

となっておりますので早期の納入をお願い致します。尚、今年度の教区賦課金は２０１３（平

成２５）年度の宗派賦課金の１２０％が依頼額となっております 

補
助
金
等
収
入
の
民
間
助
成
金
収
入
で
は
、
教
区
か
ら
の
助
成
金
を

収
納
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
次
に
、
事
業
活
動
支
出
で
は
、
事
業
費
支

出
の
な
か
、
通
信
運
搬
費
支
出
に
お
い
て
は
主
に
郵
送
料
の
支
出
、
修

繕
費
で
は
、
礼
拝
堂
蛍
光
灯
取
り
替
え
に
か
か
る
経
費
の
ほ
か
、
会
館

清
掃
料
、
ダ
ス
キ
ン
使
用
料
等
を
支
出
し
て
お
り
ま
す
。
印
刷
製
本
費

支
出
で
は
教
学
開
発
室
の
研
究
活
動
が
な
い
た
め
に
経
費
の
支
出
は

あ
り
ま
せ
ん
。
光
熱
水
料
費
支
出
で
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
の

支
出
、
保
険
料
支
出
で
は
Ｊ
Ａ
火
災
保
険
料
の
支
出
を
い
た
し
ま
し
た
。

諸
謝
金
支
出
で
は
、
各
種
講
師
礼
等
を
支
出
、
負
担
金
支
出
で
は
会
館

永
代
経
・
報
恩
講
等
の
供
物
・
仏
華
・
弁
当
代
・
そ
の
他
を
支
出
い
た

し
ま
し
た
。
助
成
金
支
出
は
、
教
区
児
童
念
仏
奉
仕
団
に
対
す
る
助
成

金
で
す
。
雑
支
出
で
、
新
法
人
設
立
に
と
も
な
う
登
記
料
を
支
出
い
た

し
ま
し
た
。
管
理
費
支
出
の
う
ち
、
光
熱
水
料
費
は
灯
油
代
の
支
出
で

す
。 以

上
が
、
平
成
二
十
五
年
度
教
学
財
団
各
種
会
計
決
算
の
概
要
で
す
。 

ま
た
、
新
法
人
と
な
り
、
前
年
度
ま
で
行
っ
て
い
た
「
教
学
開
発
室
」

の
事
業
に
つ
い
て
、
理
事
・
評
議
員
会
で
協
議
の
結
果
、「
教
学
研
究

室
」
の
名
称
で
、
教
学
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
室
長

と
し
て
公
文
名 

眞
氏
（
射
水
組
・
光
照
寺
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

尚
、
教
学
財
団
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
実
施
い
た
し
て
お
り

ま
し
た
事
業
「
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
師
・
内
容
等

に
つ
い
て
い
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
準
備
期
間

と
し
、
明
年
度
よ
り
新
た
に
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

以 

上 

※
各
種
予
算
書
を
別
紙
に
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。 

高岡教区黎明・諸種講座の開催について 

下記の日程にて２０１４年度の黎明・諸種講座を開催いたしますので、 

お参りくださいますようお願いいたします。 

義本 弘導 氏（大阪教区・連研中央講師） 

８月１日午後７時～ 若神組善興寺 

８月２日午前５時～ 若神組善興寺 

８月３日午前５時 30 分～ 氷見組「ウイングホールひみ」 

吉田 俊宣 氏（福井教区・本願寺派布教使）  

８月２日午前５時～ 砺波組妙寿寺 

８月３日午前５時～ 若神組善興寺 

都河 普鉦 氏（安芸教区・輔教） 

８月１日午前５時～ 若神組善興寺 

８月２日午前５時～ 川上組永念寺 

８月３日午前５時～ 砺波組正楽寺 

棚原 正智 氏（兵庫教区・連研中央講師） 

８月４日午前５時～ 砺波組報恩寺 

８月４日午後２時～ 川上組福光教堂 

８月５日午前５時 30 分～ 若神組西蓮寺 

嶋津 弘隆 氏（福井教区・元教区相談員） 

８月６日午前５時 30 分～ 糸岡組願称寺 

平野 明英 氏（富山教区・本願寺派布教使） 

８月４日午後２時～ 砺波組善照寺 
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○
『真
宗
入
門
講
座
（若
い
女
性
の
た
め
の
仏
教
講
座
）』が
開
催
さ
れ
る 

西本願寺高岡会館 永 代経法要のご案内 
下記の通り高岡会館の永代経を勤めます。お誘いあわせてお参りください。  

日 時：７月１８日（金） 日中―午前１０時・逮夜―午後１時半  
法 話：高岡教区布教団布教大会  
午前； 林   史樹  師（高岡市伏木 要願寺住職）  

城野  至界  師（高岡市伏木 善證寺若院）  
午後； 岡西  法英  師（高岡市内島 教願寺住職）  

杉谷  淳志  師（南砺市野下 瑞泉寺住職）  
※お昼にお斎（お弁当）を準備しております。午前・午後あわせてお参りください。 

七
月
五
日
（
土
）
に
『
真
宗
入
門
講
座
（
若
い
女
性
の
た
め
の

仏
教
講
座
）
』
が
西
本
願
寺
高
岡
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
五

十
三
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
こ
れ
ま
で
浄
土
真
宗
の
教

え
に
触
れ
る
機
会
の
無
か
っ
た
方
や
若
い
女
性
を
対
象
に
、
浄
土

真
宗
の
教
え
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
し
て
私
た
ち
が

生
き
て
い
く
上
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
は
た
ら
い
て
く

る
の
か
を
考
え
る
機
会
と
し
て
毎
年
一
回
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
。 今

回
は
伏
木
組
浄
徳
寺
住
職
の
山
名
真
由
美
師
か
ら
、
『
仏
説

阿
弥
陀
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
阿
弥
陀
様
の
願
心
が
荘
厳
と
し
て

表
さ
れ
て
い
る
浄
土
の
相
を
通
し
て
平
等
の
救
い
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
法
話
さ
れ
、
「
一
人
ひ
と

り
は
異
な
り
違
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
皆
一
緒
と
考
え
る
と
一

緒
に
な
れ
な
い
人
を
排

除
し
て
い
く
と
い
う
よ

う
な
歪
が
生
じ
る
。
違

い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
一

人
ひ
と
り
の
存
在
が
尊

い
の
で
あ
り
、
違
い
が

尊
重
さ
れ
認
め
ら
れ
て

い
く
と
こ
ろ
に
い
の
ち

の
輝
き
が
あ
る
。
違
い

が
あ
る
と
調
和
し
て
い

け
な
い
私
た
ち
に
、
違

い
を
排
除
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
違
い
を
違
い
と
し
て
認
め

合
い
、
違
う
ま
ま
に
共
存
し
調
和
し
て
い
く
こ
と
が
平
等
な
の
だ

と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

の
が
阿
弥
陀
様
の
願
い
な
の
で
は
」
な
ど
と
話
さ
れ
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、
「
違
い
が
あ
る
こ
と
の
尊
さ
に
気
づ
か
さ
れ

た
」
「
違
い
を
認
め
て
い
け
な
い
よ
う
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る

の
で
は
？
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。 

  

全戦没者を悼み平和を願うつどい 2014 

テーマ 『沖縄からの問い  

～私たちは沖縄とどう向き合うのか～』 

内容  第１部 全戦没者追悼のつどい 

第２部 平和を願うつどい 

講師  知花 昌一氏 

（沖縄県読谷村 平和運動家・真宗大谷派僧侶） 
日時  ８月４日（月）午後６時３０分～９時３０分  
会場 西本願寺高岡会館１Ｆ 礼拝堂 ※各寺院様にチケット並び

にちらしを郵送いたしております。 

 

※7 月 20 日（日）午後１時より非戦・平和公開学習会の現地学習

会（※同封ちらし参照）を行いますので、ご参加ください。 



 ４

☆
「
第
二
連
区
門
徒
推
進
員
実
践
運
動
研
修
会
」
に
百
三
十
六
名
が
参
加 

去
る
七
月
五

日
か
ら
六
日
に

か
け
て
名
鉄
犬

山
ホ
テ
ル
（
愛
知

県
犬
山
市
）
を
会

場
に
「
第
二
連
区

門
徒
推
進
員
実

践
運
動
研
修
会
」

が
行
わ
れ
、
全
体

で
一
三
六
名
、
高

岡
教
区
か
ら
は

門
徒
推
進
員
十

八
名
が
参
加
し

た
。 初

め
に
ご
講
師
の
野
村
康
治
氏
（
連
研
中
央
講
師
）
よ
り
講

義
が
あ
り
、
出
生
前
診
断
・
介
護
医
療
・
臓
器
移
植
な
ど
生
命

倫
理
や
い
の
ち
の
尊
厳
が
問
わ
れ
る
問
題
を
挙
げ
ら
れ
、
現
在

の
社
会
常
識
や
法
律
に
よ
っ
て
、
老
病
死
は
忌
避
す
べ
き
も
の

と
い
う
価
値
観
を
作
ら
れ
て
い
な
い
か
、
と
提
起
さ
れ
「
生
命

の
価
値
が
利
用
価
値
や
経
済
的
利
害
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て

い
く
、
私
た
ち
自
身
が
そ
こ
に
陥
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
指
摘
さ
れ
た
。 

そ
の
例
と
し
て
「
皆
さ
ん
は
毎
日
入
浴
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

福
祉
施
設
な
ど
で
介
護
を
受
け
て
い
る
方
の
入
浴
は
週
二
日

で
す
。
そ
ん
な
法
律
や
社
会
常
識
を
誰
も
疑
問
に
思
わ
な
い
」

こ
と
を
挙
げ
ら
れ
、
「
誰
に
と
っ
て
も
一
大
事
で
あ
る
生

命
と
そ
の
尊
厳
の
問
題
さ
え
も
社
会
常
識
の
中
で
他
人

ご
と
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
、
如
来
の
本
願
か
ら
社
会
や

私
自
身
の
あ
り
様
を
考
え
る
視
点
を
」
と
提
起
さ
れ
た
。 

講
義
を
受
け
た
後
に
は
話
し
合
い
法
座
が
行
わ
れ
、

「
生
老
病
死
は
仏
教
の
一
大
テ
ー
マ
で
あ
る
は
ず
な
の

に
、
私
た
ち
は
余
り
に
も
こ
の
問
題
を
考
え
て
こ
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
「
死
に
そ
う
な
目
に
遭
っ
て
初
め
て

生
命
の
大
切
さ
に
気
付
い
た
。
し
か
し
、
逆
に
そ
ん
な
目

に
で
も
遭
わ
な
け
れ
ば
、
ま
と
も
に
考
え
て
い
な
い
の
が

実
情
」
「
年
令
に
よ
っ
て
医
療
の
手
厚
さ
に
差
別
が
あ
り
、

若
い
人
に
比
べ
る
と
高
齢
者
は
余
り
大
事
に
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
る
」
「
原
発
の
問
題
は
政
治
や
経
済
の

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
に
生
命
の
問
題
だ
と
思
う
が
、

し
か
し
地
元
と
し
て
は
多
く
の
人
間
の
雇
用
を
支
え
て

い
る
原
発
を
単
純
に
否
定
で
き
な
い
と
い
う
の
も
本
音
」

等
、
二
時
間
に
も
及
ぶ
白
熱
し
た
話
し
合
い
法
座
が
な
さ

れ
た
。 

二
日
目
の
全
体
協
議
会
で
は
、
「
門
徒
推
進
員
の
活
動

と
生
命
倫
理
の
問
題
が
ど
う
関
わ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
意
見
や
「
臓
器
移
植
や
出
生
前
診
断
は
単
純
に
善

悪
の
区
別
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」 

ま
た
、
社
会
常
識
や
法
律
を
問
い
直
す
と
い
う
こ
と
に

関
連
し
て
「
政
治
に
無
関
心
・
無
批
判
の
ま
ま
に
国
家
に

追
随
し
て
戦
争
協
力
に
至
っ
た
歴
史
が
あ
る
。
今
の
集
団

的
自
衛
権
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
政
治
の
こ
と
を
考
え

て
い
く
の
も
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
」
等
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。 

最
後
に
ご
講
師
に
よ
る
ま
と
め
が
あ
り
、
私
た
ち
の
老

病
死
の
現
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
つ
め
て
い
く
こ
と
が

仏
教
徒
と
し
て
極
め
て
大
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
私
た
ち
自

身
の
生
命
の
尊
厳
を
再
発
見
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な

が
る
、
と
ま
と
め
ら
れ
閉
会
し
た
。 

次
回
（
二
〇
一
六
年
度
）
は
富
山
教
区
が
担
当
で
開
催

さ
れ
る
。 



５ 
 

 

 
『
自
分
が
早
く
結
婚
し
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
』
『
産
め
な
い
の
か
』 

『
最
後
は
金
目
で
し
ょ
』 

『
一
番
い
じ
め
ら
れ
て
る
や
つ
は
と
い
え
ば
、
け
ん
か
は
弱
い
、
勉
強

で
き
な
い
、
し
か
も
貧
し
い
、
三
つ
そ
ろ
っ
た
ら
ま
ず
無
視
。
し
か
し
、

勉
強
が
で
き
な
い
、
け
ん
か
が
弱
い
、
だ
け
ど
金
持
ち
。
こ
れ
が
一
番
や

ら
れ
る
』 

い
ず
れ
も
先
月
、
問
題
に
な
っ
た
政
治
家
の
発
言
で
す
が
、
私
も
当
時
、

発
言
者
に
対
し
て
の
憤
り
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
を
擁
護
す
る
か
の
よ
う
な
論
調
が
マ
ス

コ
ミ
や
ネ
ッ
ト
上
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
目
に
し
た
と
き
、

私
は
あ
る
意
味
、
今
の
社
会
全
体
が
大
き
な
病
理
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

冒
頭
の
発
言
ら
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
は
、
あ
る
種
の
「
本
音
」
「
無

意
識
の
意
識
」
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
支
持
す
る
側
の
声
は
「
も
は

や
、
建
前
で
物
事
は
進
ま
な
い
」
或
い
は
「
差
別
さ
れ
る
側
に
も
問
題
が

あ
る
」
と
い
っ
た
論
調
で
す
が
、
そ
れ
を
聞
い
て
私
は
な
ん
と
も
や
り
切

れ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
月
に
入
っ
て
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
」
と

い
う
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
国
会
や
官
邸
前
、
原
爆
ド
ー
ム
な

ど
全
国
各
地
で
数
十
万
人
規
模
の
一
般
市
民
に
よ
る
デ
モ
が
行
わ
れ
た

り
、
仏
教
界
か
ら
も
全
日
本
仏
教
会
や
真
宗
大
谷
派
な
ど
か
ら
反
対
声
明

が
出
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
一
方
で
「
集
団
的
自

衛
権
」
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
「
行
使
は
国
際
法
上
も
当
た
り
前
の
権
利
、

日
本
の
憲
法
の
方
が
普
通
で
は
な
い
」
と
か
「
閣
議
決
定
、
即
、
『
戦
争

が
起
こ
る
』
と
は
、
あ
ま
り
に
も
情
緒
的
だ
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

す
。 

私
自
身
、
「
我
が
身
に
引
き
当
て
て
」
考
え
た
時
に
、
自
分
が
自
衛
権

行
使
の
現
場
に
立
つ
こ
と
を
想
像
し
て
み
ま
す
。
銃
を
人
に
向
け
な
が
ら

「
積
極
的
平
和
主
義
」
を
訴
え
る
こ
と
が
、
果
た
し
て
可
能
な
の
か
、
と

…
。
さ
ら
に
は
、
現
在
の
「
平
和
憲
法
」
は
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ

た
三
百
十
万
人
も
の
方
々
の
声
、
そ
の
も
の
な
の
で
は
な
い
の
か
、
と
…
。 

様
々
に
憂
う
こ
と
が
多
い
娑
婆
世
間
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
私
た
ち
の
浄

土
真
宗
の
教
え
は
ど
の
様
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
が

次
か
ら
次
へ
と
起
き
て
き
ま
す
。
先
の
問
題
は
様
々
な
人
々
の
「
本
音
」

を
背
景
に
、
し
か
も
あ
る
程
度
の
支
持
を
集
め
る
な
か
で
起
こ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
に
、
私
の
心
の
中
に
「
私
た
ち

の
主
張
は
単
な
る
『
建
て
前
』
と
し
か
映
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
？
」
、

そ
の
様
な
虚
し
さ
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
」

と
い
う
事
が
「
建
て
前
」
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
「
理
想
」
と
し
て
輝
く
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
今
、
何
を

な
す
べ
き
か
、
真
剣
に
考
え
る
時
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
に
あ
る
「
五
濁
」
と
は
、
劫
濁
（
疫
病
や
飢
饉
、

動
乱
や
戦
争
が
続
発
し
「
時
代
」
そ
の
も
の
が
汚
れ
る
）
・
見
濁
（
邪
悪

で
汚
れ
た
考
え
方
や
思
想
が
常
識
と
な
っ
て
は
び
こ
る
）
・
煩
悩
濁
（
欲

望
や
憎
し
み
な
ど
、
煩
悩
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
悪
徳
が
横
行
す
る
）
・

衆
生
濁
（
心
身
と
も
に
人
び
と
の
資
質
が
汚
れ
衰
え
る
）
・
命
濁
（
自
他

の
生
命
が
軽
ん
じ
ら
れ
る
）
を
言
い
ま
す
。
今
の
世
相
は
、
ま
さ
し
く
「
五

濁
の
世
」
と
し
て
私
の
目
に
映
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
『
正
信
偈
』
の

「
五
濁
悪
時
群
生
海 

応
信
如
来
如
実
言(

五
濁
の
世
の
人
々
は
、
釈
尊
の

ま
こ
と
の
教
え
を
信
じ
る
が
よ
い)

」
と
の
お
言
葉
を
頂
き
直
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

【
高
岡
教
区
教
区
主
幹 

浜
野
信
宏
】 

◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

五
濁
の
世
を
生
き
る 

 



 

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

     『みほとけとともに』      
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
  ◎毎 週 土 曜 日（本 山 制 作）午前6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前6:00～6:10 

◎７／12（土）：小林 顯英 氏（大阪府・法栄寺） 

「現代の苦悩を背負い-御消息を拝して-」 

□７／13（日）：奥野 寛暢 氏（富山教区・妙行寺） 

◎７／19（土）：中川 清昭 氏（福岡県・願応寺） 

「見 えぬちから」 

◎７／26（土）：中川 清昭 氏（福岡県・願応寺） 

「世間を問いながら生きる」 

□７／27（日）： 藤島 秀恵氏（富山教区・勝福寺） 

◎８／２（土）：花岡 静人氏（奈良県・勝光寺） 

「出遇いのよろこび」  

◎８／９（土）：花岡 静人氏（奈良県・勝光寺） 

「南無阿弥陀仏のいのちを生きて」 

□８／10（日）：杉谷 淳志氏（高岡教区・瑞泉寺） 
◎８／16（土）： 未   定  

「未       定 」  

☆お知らせ☆ 
『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがでしょう

か。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX.でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さい。  
一袋二枚入りで価格は次の通り 
※ 一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７５袋）  ８，３００円 
・大 箱 （３６袋）  ２，３００円 
・１ 組 （１０袋）    ５００円 

お申込み先は・・・〒933－0003  高岡市能町１２９８ 
耳浦 康真（本誓寺） Tel.＆Fax.(0766)2３-9822 

【西本願寺高岡会館８月の常例法座】 

ご講師： 重  松    守  師  
（ 富 山 教 区 ・ 佛 號 寺 ） 

ご講題：『願はくはこの功徳をもって』  
午後 1 時 20 分ころからビデオ上映、２時から

お正信偈六首引のお勤めです。どうぞお誘い

あわせてお参りください。 

   ◇これからの日程（７/１８～８/２１）◇  

 ７月     

 

18 

20 

 

22 

23 

 

 

24 

 

25 

 

26 

 

28 

31 

 

８月 

 

１ 

４ 

 

 

５ 

 

６ 

８ 

９ 

14 

 

17 

20 

会館永代経 

仏壮研修会 

 

伏木組巡回 

教区コーラス練習日 

仏婦大会反省会 

長寿苑ビハーラ活動 

 

 

布教大会（井波別院） 

福光教堂永代経 

中央教修修了者のつどい 

 

連研活動推進協議会 

仏婦組織委員会 

 

８月１日～５日各組寺院で

黎明・諸種講座 

関野組夏期研修会（～２） 

教区平和を願うつどい 

教区常任委員会 

 

仏婦広報委員会 

寺青連研・ダーナ委員会 

雨晴苑ビハーラ活動 

布教団研修会 

 

常例法座 

教務所お盆休み 

（１７日まで） 

Ｂ講員研修会（～２１） 

 

非戦・平和公開学習会 

現地学習会（富山） 

北陸藤の会総会（福井） 

 

 

 

実践運動中央委員会 

（本山） 

 

 

全国真宗青年のつどい 

（～２７・北海道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童念仏奉仕団 

（～６・本山） 

 

飯館村住民高岡教区内へ

ホームスティ（９～１２） 

 

 

 

     

 

編
集
後
記 

憲
法
改
正
は
衆
参
両
議
院
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
二
以
上

の
賛
成
と
国
民
投
票
の
過
半
数
の
賛
成
を
必
要
と
し
ま
す
。

集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
変
更
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
行
使
さ
れ

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
場
合
、
九
条
の
み
な
ら
ず
憲
法
そ
の

も
の
が
否
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
い
え
ま
す
。 

日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
制
定
さ
れ
た
日
本
国
憲

法
の
元
、
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
改

正
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
改
正
に

必
要
な
条
件
が
難
し
い
の
も
あ
り
ま
す
が
、
現
行
憲
法
で
の

生
活
が
困
る
ほ
ど
の
不
満
が
あ
る
な
ら
、
改
正
手
続
き
を
進

め
て
い
く
の
が
国
会
議
員
の
す
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。 

国
論
が
二
分
す
る
よ
う
な
重
大
な
問
題
に
、
時
の
内
閣
が

閣
議
決
定
に
よ
っ
て
決
め
て
い
く
こ
と
に
大
い
な
る
疑
問

を
感
じ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当
） 


